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初めに 

 

・60歳  

  航海訓練所定年退職 

・第二の人生 
 



1. 鍼灸師になった理由 
 

    ・母親の体験 

    ・TV映像での衝撃 



2. 職歴 

 
・航海訓練所(38年) 海王丸船長(1.5年) 

・原子力船 むつ 二等航海士 (2年) 

・海技試験官 関東運輸局、運輸本省(1.5年ずつ) 

・海技大学校 教授(2年) 

・JICA専門家 トルコ(イスタンブール)  (3年) 

 

・SECOJ(日本船員雇用促進センター) 審査員(6年) 



3. 鍼灸師になるには 

 
 ・3年制の医療専門学校 (1.5時間×2 / 日) 

・4年制の医療系の大学    

          卒業後 国家試験合格―免許登録 

・海技試験との違いは年一回 筆記試験のみ  

              合格ライン60点 合格率85%     

 

・解剖学 皮膚、筋肉、骨、血管、神経、内臓 

・生理学 血液、免疫、代謝(尿、汗) 

・東洋医学概論 経穴(ツボ)― 361 +48穴  



 

4. 東洋医学の特徴  

  

・副作用がほとんどない  

・簡単にできる 

・3000年の重み 

 

ツボ(経穴)療法 ここと見込んだ所 

          灸をすえるべき所  361穴 + 48穴 

  

 
一般的には、痛い所や違和感のある所に自然と手がいって、触れているうちに症状が
緩和された経験  









  東洋医学 西洋医学 

特徴 調和型医療 攻撃型医療 

治療方法 

1.患者の体質を改善して予防す
る方法を探る 

2.患者の自覚症状を重んじ、 病
状を 観察して 「証」を決定して
から治療に臨む 

1.病気の根源を細分化し徹底的に検
査・ 究明 

2.薬を用いて病原を攻撃 

3.手術で病巣を切除 

キーワード 

自然界に生活している人間が病
気に罹患した時に病気だけを見
るのではなく、病人を見ること
に重点を置く 

病巣は切除できたけれども身体全体の
バランスが崩れて人間としての生活が
難しくなるケースもある 



5. 鍼灸治療の適応 

 
・冷え、ほてり、痛み、しびれ、 

 

・自律神経失調症から起こる頭痛、耳鳴り、肩こり、便秘、 

 体のだるさ、手足の冷え、不眠、 

 

・はっきり病気だというわけではないのに、体がだるい、 

 食欲がない、疲れやすい、顔色が悪い、胃腸の調子が悪い 



6. 鍼灸治療の限界 
  

・癌、感染症、脳血管障害には無力 

  外科的治療が必要 

・症状を軽くすることはできる 

  



7. 鍼灸師としての職歴 

 
・東京医療専門学校鍼灸科付属施術所での研修生(4年間) 

  週三日(8時間) 一般の患者への施術 

  平均 4人/日 = 12人/週 = 50人/月 = 500人/年 ×4 

        = 2,000人 

 

・現在は整骨院で鍼灸師として週四日勤務のアルバイト  


